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② 変なことを言っている人もいるけど、認知症であっても 80年 90年生き
てきたことに変わりはない。
③ 軽度の人であれば健常者の方との違いはさほどない。
④ 外見上は自分達と何も変わらないといった事が大きかった。
⑤ 利用者のほとんどが穏やかな人だった。
14．介護者の
姿勢が大
切
① 短期記憶ができない方が多いので、何分も経たないうちに同じことを何回
も言ったり、聞き返してくる。でも、言ったこと全てを忘れるわけではなく、
例えばきついことを職員に言われたり、悪い態度で接しられたなど私たち
（職員）の行動をしっかり見ていて忘れずしっかり覚えている人が多くいた。
15．尊厳の意味
を考える
① 「認知」という言葉を短縮して呼ぶのは差別だと分かった。
何気なく周りに流されるように使っていた自分がいた。
16．症状には
個別性が
ある
① 認知症の方でも一人ひとりが同じ症状ではないこと。
② 日内変動が顕著にみられ、その人の以前からの生活習慣によって、不穏
になったりする様子がある。
③ 同じことをくり返し言って混乱している人を実際見たが次の日は普通。
④ 日・時間によって言動に大きな差がある。
⑤ 思っていた以上に物や人がわかっていない人もいて、その症状は日によって異なる。
⑥ この人絶対、認知症だとすぐにわかると思っていたが、見た目では全然わからなかった。
17．同じことを
繰り返す
① 何回か実習、ボランティアで施設に行っているので、そういう経験はあって、
話が通じない人や同じことを繰り返す人など沢山見てきているので慣れた。
菊池：初回実習が介護学生の認知症の人のイメージに与える影響
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Ⅳ．考察
　認知症グループホーム実習前とその後のイメージの変
化について、実習後のイメージに影響を与えた場面・出
来事との関連を図 1に示した。
　実習後のイメージに影響を与えたカテゴリーとして、
様々なカテゴリーの関連が示されたが、実習前に抱いて
いたマイナスイメージから、多くがプラスのイメージに
変化したことが明らかとなった。
　プラスイメージに変化した場面・出来事として、言語
的コミュニケーションが不十分であったり、記憶障害に
よって円滑な会話が困難な状況であっても、「表情・目
で訴える」「昔の話で会話ができる」等、コミュニケー
ションを通して得られる影響が大きかったと言える。A
短期大学部では、利用者とのコミュニケーションが図れ
ることを第 1段階実習の目標の一つとしていることから、
これらの体験は認知症の人を理解するうえで効果的であ
ったと思われる。学内での学びと介護現場での学びの重
要性が改めて示された結果となった。
　認知症の症状及びケアに対する理解としては、「徘徊
には理由がある、症状には個別性がある」といった実習
後の記述から、BPSDに対する個別支援の重要性を学ぶ
ことができていた。実習前の学習内容として、パーソ
ン・センタード・ケアについて学んでいるが、利用者と
の関わりを通し、「その人らしさ」の実現に向けて、個
別性を重視したケアを行う重要性について理解できた結
果となった。
　生活支援については「調理・雪かきを手伝ってくれ
た」「楽しい人・優しい人、他者に対する気遣いがある」
等、実際の場面で認知症の人が「できること」に多くの
学生が気づくことができていた。さらに緊張している学
生に対し、優しい言葉をかけるなど「学生に対する気遣
い」を体験したことによって、認知症の人に対するマイ
ナスイメージからプラスのイメージに変化したと思われ
る。
　認知症の人の尊厳について実習前に学習を行っている
が、実習後のイメージから「できることは多くある、特
別な人ではない、介護者の姿勢が大切、尊厳の意味を考
える」といった、尊厳を大切にしたケアの実践に対し学
表 3．実習後のイメージについて感じた場面・出来事
カテゴリー サブカテゴリー
1．犬・置物
と思って
いる
① 車いすの他の利用者さんを犬や置物だと思っていて、職員に対してほと
んど毎日「そんな所に置いといて、通り歩きに邪魔じゃない？」とか
「これはうちの犬なの」とか話していた。でも日によって、人相手に話
しかけたりしていて違って思えた。
2．表情・目
で訴える ① 言語障害があり喋れない人でも、表情や目の動きで思いを訴えていた。
3．周囲との
会話を楽
しむ
① 食堂に集まる際に自立していて、受け答えもしっかり答えていた人が多
かった。
② 実習中昔話等している時笑顔で話をしていて、娘との話も楽しそうにし
ていた。
4．昔の話で
会話がで
きる
① コミュニケーションをするときに、言った事の意味が伝わらないことが
あったが、昔のことや工夫すればしっかりと会話をすることができた。
② 昔の記憶を引き出しながらは話をすると、スラスラ話題がでてくること
があった。
③ 昔の遊びや歌など喜ばれた。
5．話が通じ
ない
① 同じ話しをしたり、話が通じなかったりするとストレスが溜まってしま
うと感じた。
② ストレスをためていくと、介護疲れや殺人という方向に向かってしまう
のではないかと思った。
6．徘徊は畑
仕事等の
為
① 徘徊している人は畑の仕事をしている、娘が待っているなどが多かった。
② 実習の時娘がどこかにかくれていると言われた。
7．対応でき
ず困った
① 「息子がむかえにくる」と言っていたので話をしたが、「すぐ帰る」と言
われ焦った。
② 帰宅願望の利用者と関わり、興奮状態を落ち着かせるために、部屋で休
んでもらうなどの対策を考えて実践してみたが断り、「帰りたい」と落
ち着かなかった。
「帰ってやることがある」と同時に、お腹がすいたらしく、おやつの時
間が近かったのでおやつを食べてから帰ることを促した。それには同意
してくれて笑顔も見られた。
教科書通りにはいかないことが分かった。
8．調理・雪
かきを手
伝ってく
れた
① 野菜やくだものの皮むき等、何を切っているのか理解していないが身体
は覚えていることを学んだ。
② 洗濯物を干したり、たたんだりを頼んだ時に、とてもきれいに最後まで
たたんで頂けた。さすが、生活をつみ重ねてきた人たちだと思った。
③ 雪かきや掃除の際に利用者さんも協力していただいた。
9．自分のも
のを食べ
る・排泄
できる
① ちゃんと自分のものを食べる事。
② トイレも自分でできる事。
10．他入所者
同士の人
間関係
① グループホームへの入居時期が重なっている女性 3名が、お互いを意識
し、連れ立って帰宅願望にかられたりしていた。
② 認知症を発症していても人にたいして、依存する傾向のある人や、仲間
内で支配しようとする人がおり、通常の社会でもみられる人間関係の様
子があり、その時の感情の動きなどは通常の社会の人間関係と変わらず
同じだという事を理解した。
11．他入所者
に対する
気遣い
① 他者の尊重が感じられたのは、ボールを使ったレクでなかなかボールに
触れられない利用者に対し、別の利用者がそっとサポートしている場面
があった。
② 食事の際、配膳が間違っていることにすぐ気付いたのが利用者だった。
12．学生に対
する気遣
い
① 私の名前（苗字）を見て、「私の友達にもあなたと同じ苗字の人がいる
のよ」と、目が合う度言ってくる利用者がいた。
② 受け入れを感じたのは、排泄の介助をさせていただいている際に「息子
みたいで恥ずかしくないよ」といっていただけた場面。
13．入所者自
身の工夫
① 利用者の方の中には、自分の症状をわかっている人もいて、すぐ忘れて
しまうためノートを持ち歩き、自分の体温・血圧も書き、私の名前、予
定も書くことで忘れない、忘れてしまっても確認することが出来る。
② さっきまでのバイタルサインを測った事を忘れてしまっても、自分の字
で書いたノートを見て安心する。
③ 認知症で記憶がはっきりしなくてもしっかりした方だと思った。
④ レクレーションの引き出しを作っておかなければと思った。
図 1．実習後のイメージに関連を与えた場面・出来事
佐久大学 信州短期大学部紀要，第 28巻，16-20（2017.3）
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ぶことができていた。認知症の人、障害を持つ人のケア
を行う専門職として、基本的理念を身に付けることがで
きるよう、実習前の学習内容に関してさらに検討が必要
と考える。
　一方変化が認められなかった項目では、実習前「すぐ
忘れる・理解できない、幻視・物とられ妄想がある」で
は、実習後も「話が通じない・対応が難しい・同じこと
を繰り返す」といったイメージとなっていた。これらに
影響を与えた場面・出来事として、認知症の進行状況に
より、言語的コミュニケーションが困難であり、人物誤
認等の認知症症状に起因することが要因と考えられる。
教科書通りには対応できず、職員・指導者の対応から、
個別ケアの必要性と認知症ケアの課題を考える機会とな
った。認知症の人を介護する介護者の状況を推察し、家
族を含めた介護の必要性を学ぶ機会とする事が必要であ
る。
　実習前後のイメージに影響を与えた場面・出来事との
関連をみると、改めて様々な場面を体験することが重要
であると言える。実習前のマイナスイメージによる不安
から、実習で体験する多くの機会を逃すことがないよう、
学生がプラスイメージを抱くことができる学習内容を検
討していくことが必要であると考える。
Ⅴ．終わりに
　学内での学習は、記憶障害・見当識障害・理解・判断
力の障害といった、認知症の中核症状に焦点を合わせ、
それらに関連した生活障害と介護を学ぶ事を重要として
いた。その内容の多くが生活障害に焦点をあてているこ
とから、マイナスイメージが形成されたと考える。今後
の教授内容として、認知症の特徴について修得すること
と同時に、認知症の人が「できること」に焦点を合わせ、
学生自身が考え学ぶ機会を提供することが肝要である。
Ⅵ．本研究及び今後の課題
　要因分析・カテゴリー化を行う上で、総合的に分析を
行ったことにより、回答者の属性による影響に対する分
析が不十分であったこと、さらに具体的な内容に関する
検討が不十分であったと考える。今後はさらにそれらの
要因に関しても検討を行い、研究を継続していきたい。
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